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倉敷天文毫逼信
　三月には多くの會員の訪問を受けた．
　5日の公開日の夜，岡山の永瀬君と珍天艦をさがして遊んだ．どういふわけ
か海王星が見つからなかったが，この夜は飴程運が悪かったらしい．
　18日の朝，顔も洗はすに太陽をしらべてみると，小郡の山田君が來訪され
た・去年十一月の寄島の総會以來特に親しくしてるるので，L倉敷の吉備團子n
で茶宴を開いてみるところへ，山本博士夫人來訪され，小郡のk土産L白外
郎『と京都の名物L八ツ橋「を加へて大いに賑かになり，三人連れで大原美術
館に泰酉名書を賞で，」ε午山本夫人を騨へ途って後は，土用君と黄道光その
他につV・て懇談し，夕方御わかれした．
　21日には輻知山の盤見解厳君を御迎へした，大いに飲み（但しお茶をです
が）大いに談じ，全く天下を取ったやうであった．
　22日は月蝕である．朝からあやしかった室は殆んど絶望になったが，早く
も夕刻に岡山の水野先生と京都の山本進君（博士第二世）が來られ，早・速三人
で會食した．といふと如何にもよく準備が整うてみるやうに思はれるであら
うが，實のところ先生御持奉の御馳走が主人もろ共といふ誠に虫のよすぎる
話で，こんなことは今後も度度あってほしいものである．
　やがて倉敷の三好，内事君と，岡山の中藤君と，九州下りの御途上である
大阪の大口町を加へた．意外の珍客揃ひに雲も氣をきかして少くなり，原名
轡憂長が早いで下さった頃から室は快晴，幸に多くの観望者をたのしませ，三
好君が二枚撮られた．大口君とは夜半まで痛旨した・
　2卵には幽館の藤森登志予さんが九州方面への大旅行の途上を立寄られ
た・29日には長崎の絹笠山氣象観測所の絵葉書をいただいた・
　最後の31日目郷里玉島の安原久美子夫人が野羊された，夫人は私の和歌の
先生である．歌物語がはじまってみるところへ，六高の東君が加はられ，に
ぎやかであった．
　倉敷天文毫の屋根の下にはつくしが生える，つくしを摘んでおすしをする
時には，砦さんに御案内朕を差上げますから一．（荒木健兄）
